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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（中村芳隆議員） おはようございます。 

  散会前に引き続き、本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は26名であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（中村芳隆議員） 本日の議事日程はお手元

に配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会派代表質問 

○議長（中村芳隆議員） 日程第１、会派代表質問

を行います。 

  質問通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 相 馬 義 一 議員 

○議長（中村芳隆議員） 敬清会、21番、相馬義一

議員。 

○２１番（相馬義一議員） おはようございます。 

  敬清会、会派代表質問を行います。 

  まず初めに、平成28年度当初予算編成について

お伺いします。 

  活力ある未来を展望した施策展開の深化を図る

チャレンジの年と位置づけ、事務事業推進のキー

ワードを「未来へチャレンジｉｎｇ」としていま

すが、以下の点についてお伺いします。 

  ⑴独自の施策や他団体との差別化に向けたチャ

レンジｉｎｇですが、具体的な取り組みについて

伺います。 

  ⑵新年度予算における予算規模と一般財源の見

通しについてお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員の質

問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二） 質問にお答えいたします。 

  まず、平成28年度の当初予算編成であります。 

  ⑴の独自の施策や他の団体との差別化に向けた

チャレンジｉｎｇの具体的な取り組みについてで

すが、人々から選ばれるまちづくりのさらなる推

進に力点を置き、子育て環境の充実、雇用の創出、

特色ある教育の推進、交流の場の提供など、定住

促進のための重点施策をさらに深化させ、独自の

施策により、活力ある未来の実現に向け、４つの

施策テーマに取り組んでまいります。 

  順次答弁しますが、最初に、「未来を拓く子ど

もたちの健やかな成長のために」では、子育て応

援券の発行や待機児童ゼロを目指した保育園、認

定こども園の整備、さらには発達支援システムを

導入し、切れ目のない支援体制を構築してまいり

ます。また、ＩＣＴ教育推進といたしまして、全

小中学校への電子黒板導入や、小学校５年生から

中学３年までのおよそ5,200人前後になると思い

ますが、児童生徒全員にタブレット端末を順次配

備いたします。英語教育についてはＡＬＴを全小

中学校に継続して配置いたします。 

  「未来を創る地域産業の活性化のために」の項

では、市内直売所の施設整備助成事業や農業の６

次産業化の推進、那須塩原ブランドＰＲ等を継続

して実施してまいります。 

  なお、私が就任以来、各企業訪問を続けており

ますが、この企業訪問の中で、比較的大手の企業

から要望を受けておりました緑地帯を少なくして

ほしいという件につきましてはもう既に実施して
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おりまして、15％から５％に減少をさせたために、

用地の取得をしないで社員の車をとめておく場所

ができたとか、一部の工場拡張が図られたという

声が寄せられてもおります。ただ、それだけでは

ございませんで、いわゆる、今取り組んでいるも

のといたしましては、企業立地条例の改正に向け

て取り組んでおります。これについては、どうし

ても製造業中心で、全てが製造業のためにみたい

なことでございましたが、これらについては、も

し、ご存じかもしれませんが、今、本市の労働者

数、これは１次産業が６％、これは大体、約。２

次産業が31％、３次産業が32％以上。だから、最

も主力は３次産業ということになろうと思います。

この３次産業も企業立地の特例、条例改正で、例

えば、今までは製造業だけでしたが、これからは

製造業プラス流通あるいは学術、そして医療、観

光、その他もろもろに拡大を図っていきたいと、

優遇措置を拡大したい、その条例を現在急ピッチ

で見直しているところでございまして、こういう

点で、やっぱり１回つくればそれでいいというも

のではなくて、時代とともに、地域の仕組みがど

んどん変わっていますんで、それに対応する条例

あるいは補助制度を今後とも積極的に取り入れて

いきたいと思っております。 

  また、「未来に集う人々の活発な交流のため

に」では、地域内外の人々が集う交流拠点づくり

として、黒磯駅周辺における（仮称）黒磯駅前図

書館やまちなか交流センターの整備、あるいは那

須塩原駅周辺の整備に向けた事業を推進したいと

思いますし、さらには東口のエレベーター設置事

業についてはおおむね固まってきたと、こういう、

他市町との持ち合いになりますが、連携事業です

が固まってきたと、こういう状況でございます。

また、シティーセールス事業につきましては、引

き続き戦略的なＰＲを今重ねておりまして、先日

も新聞の記事に取り上げられておりました。 

  最後に、「未来を守る災害対応力の強化のため

に」では、再生可能エネルギー事業のさらなる推

進、公共施設の耐震改修事業などを通しまして、

これらを実施してまいります。 

  以上が、新年度に向けた実施を予定している独

自の施策等の主な事業でございます。この独自の

施策と、耳にかかって聞きづらいと、こういう方

もあろうかと思いますが、やっぱり、国が今進め

ている地方創生総合戦略の最大のポイントは、独

自の政策を競って打ってくれというところがポイ

ントになっておりまして、横並びのものではその

地域としての活力を発揮できないよと、これは大

臣が直接繰り返して言っていることでありますの

で、これらの方針に沿って、私どもとしては、今

後とも独自の施策に十分力を入れていきたい。そ

の結果、人口を減らさない市づくりに結びつけば、

これは本当に、最も理想的なチャレンジｉｎｇに

なってくると、こう考えております。 

  ⑵の新年度予算における予算規模と一般財源の

見通しについてもお答えいたします。 

  新年度につきましては、⑴で申し上げましたさ

まざまな事業の実施を予定していることから、予

算規模は本年度当初予算を上回るものになると、

現時点で考えております。 

  また、新年度予算の一般財源の見通しについて

は、今年度と比較して、市税で法人市民税におい

て税率引き下げの影響があるものの、その他の市

税についてはおおむね同額程度になると見込んで

おります。このほか、地方交付税等については、

国の地方財政対策が大きく影響してくるため、今

後の動向を注視していきたいと思います。財政調

整基金、現在まで積み立てをふやしておりますが、

これらの活用などにより、一般財源総額では、平

成27年度の当初予算を上回る額の確保が可能だと
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考えております。 

  以上、第１回の答弁にかえます。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 答弁、ありがとうござ

いました。 

  それでは、再質問に入りますが、⑴の独自の施

策、他団体との差別化ということでございますが、

先ほど、市長の答弁のほうで、今、国が出してい

る地方創生関係から、独自の施策を積極的に取り

入れて打ってくれという話だそうでございますが、

その点について、市長は大変取り組んでおられる

と私も思っております。特に、今の答弁の中で気

づいた点でございますが、企業訪問をされている、

これは、私どもは周知しているところでございま

すが、企業訪問をしている中で、15％の緑地帯を

とらなくちゃ、大規模開発というか、大規模開発

とはまた別なんでしょうけれども、その中で５％

にする、そのために、わざわざ従業員の駐車場な

んかをつくる場合にその用地を取得しなくても済

んだと、そういうお話を、今お聞きしました。大

変、そういう意味では、企業にとってもいいこと

だと思いますし、市としても、そういったことで

企業が活力あるような企業になっていただければ

いいなと思っております。 

  そこでお伺いしますが、先ほどの企業立地条例

の改正ということがありました。今、これについ

てはどのような状況にあるか、それだけお話しし

ていただけますか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二） この改正について、詳しく

は、私、間違うと申しわけないんで、非常に細部

にわたっておりますので、これらについては、大

筋では、物流、学術、それから医療、観光、そう

いうものを、商業も入りますね、総体として取り

組んで、それらに対しても製造業と同じ恩典を付

していくと、こういう条例になる予定で今、取り

組んでいますが、これらの内容については担当部

長からお答えさせていただきます。 

○議長（中村芳隆議員） 産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 企業誘致条例の見直

しの基本的な考え方ということでございますが、

ただいま市長が申し上げたとおり、まずは対象と

なる施設というんですか、業種というんですか、

そういうものをふやしていかなくちゃならないと

いうふうに考えております。それについては、先

ほど市長がお答えしたとおりということでござい

まして、それ以外に、やはり、補助の中身という

ことからしますと、額の話、あとは、その補助期

間の話。額の話につきましては、要は、固定資産

見合額というものを今現在補助しているというよ

うな状況でございます。そんな中で、その見合額

という部分に関してはそのまま踏襲しなくちゃな

らないんですが、限度額を3,000万として、それ

を３カ年としていますんで、そこの部分を、ちょ

っと年次を５カ年という形で延ばしまして、総額

的な補助額というものを上げていきたいというも

のが大きな話になるかと思います。 

  あとは、またちょっと違った視点からは、地元

の方を採用していただいた場合には、地元雇用促

進という観点から１人当たりに対して年額幾らと

いう形で、こちらについては、未来永劫というわ

けにいきませんので、１年ぽっきりくらいかなと

いうふうには思いますが、そんなところの支援を

していきたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

  主な内容は以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 大変、この件について、

今私、初めて聞いたわけでございますが、すばら
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しい施策だと思います。 

  実は、先日、下野新聞に載っておりましたが、

2030年には働く人、790万人が減ってしまう。本

県においては14.2％が減るだろうという、これは

雇用政策研究会、座長が樋口美雄慶應大学教授の

お話だそうでございますが、現実にそのような状

況になっていくのもこれは間違いないと思います。

そういった意味において、こういった施策をとっ

ていただき、しっかりと従業員確保、この後の、

先ほどの３次産業に32％の方がおられるというお

話がありましたが、確保していただきたい、その

ように思います。私の一番最後の質問、これじゃ

なくて、３番目の最後のほうにも、この辺をお話

ししようかなとは思っておりましたが、市長のほ

うから答弁をいただきましたので、まず、この件

については理解を示します。 

  また、独自の施策ということで、特に教育に力

を入れておられると思います。もちろん、本年度

も教育については力を注いでこられたと思います。

その辺について、本年度の、まだ終えてはおりま

せんが、取り組みをしている中で、今後の28年度

に向けての取り組み、その辺は、教育部局として

はどのように捉えているか、お伺いしたいと思い

ますが、よろしいでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫） それでは、私のほうから

お答え申し上げたいと思います。 

  先ほど市長から答弁がありましたとおり、大変

先進的な教育環境の整備ということがどんどん進

んでおりまして、教育部といたしましても大変あ

りがたく思っています。いずれにいたしましても、

これをいかに活用して効果を上げたものにしてい

くかということ、これが一番大事なことであろう

と思っています。 

  また、ＩＣＴ関係につきましては、年次計画で

電子黒板あるいはタブレットの導入、既に、電子

黒板につきましては今年度から整備が始まってお

ります。早速、もう学校では活用していただいて

おりまして、私も大変うれしく思っております。

また、タブレットにつきましても、来年から、今

年までの豊浦小での研究が大分進みまして、既に

ご案内をさせていただきましたけれども、11日に

は２カ年の研究成果をお披露目するという形で授

業公開をさせていただきますが、２年間をかけま

して効果のある単元について全て洗い出しができ

ておりますので、それらを活用して、次年度以降、

各学校におきましても、より効果のある単元にお

いて、より積極的に活用を進めていくといったこ

とができていくのではないのかなと、より効率的

に活用が図られるものと、こう思っております。 

  また、英語教育につきましても、ＡＬＴを全校

常時配置ということで、他自治体に先駆けて、こ

の環境も整ってまいりました。おかげさまで、子

どもたちもさまざまな分野で活躍をしてくれてお

りますが、これにつきましては本市独自のカリキ

ュラム、現在ほぼ素案ができ上がってまいりまし

たので、これらに基づきまして、次年度以降、小

中一貫教育も全中学校区において正式に始めると

いうことがありますので、その中で、英語教育に

つきましては９年間の独自のカリキュラムを展開

していけるものと、このように考えております。 

  いずれにしましても、次年度以降は、さらに質

の高い教育実践を重ねていくというところに、特

に努力をしてまいりたいと、このように思ってお

ります。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 教育長から力強い答弁

をいただきました。 

  本年度の取り組み、ＡＬＴも含めましてでござ
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いますが、那須塩原市の教育、本当に、日本全国

を見てもトップランナー的な取り組みをしている

なと、私ども議員としても理解をしているところ

でございます。十分理解した上ではございますが、

教育部においてはさらなる努力をお願いしたいと

思います。 

  それでは、⑴を終わりにして、⑵に移りたいと

思います。 

  新年度の当初予算でございます。 

  先ほど、市長の答弁では、平成27年度予算より、

28年度は予算額を上回るんではないかという想定

でお話をいただきました。 

  まず、28年度当初予算を組むに当たって、総務

部長ともちょっとお話をさせていただきましたが、

まだ各部局からの、これから予算の要求があると

いう、そういうお話、そしてそれからスケジュー

ルに基づいて組んでいくというお話を聞きました。

そういう状況でございますので、今回は数字的に

云々というお話はお聞きしませんが、ちょっと気

になる点があります。 

  法人市民税について、ちょっとお伺いします。 

  先ほど、法人税が少し下がったという市長の答

弁がありましたね。その辺がありましたので、そ

の辺も含めて、28年度の法人税の予想をお願いい

たします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 法人市民税の状況という

ようなことでございますけれども、まずは景気の

動向というようなことでございますけれども、も

ちろん業種等によりましてその業績はいいところ

もありますし、ちょっと悪いというようなところ

もございます。ただ、概しまして、やはりまだま

だ厳しい状況が続くのかなというふうな感じを持

っております。そんな中で、先ほど市長が答弁し

ましたように、税率の引き下げがあったというよ

うなことでございます。詳しく申し上げますと、

法人市民税の場合、法人税割というふうなものが

ございますけれども、それが14.7％から12.1％と

いうようなことになります。それと、その基礎と

なります国税であります法人税、こちらの税率に

つきましても、25.5％から23.9％に下がったとい

うふうなことでございますので、そのような影響

を受けるだろうというふうに予測をしているとこ

ろでございます。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 減税に伴う予測はされ

ていますが、27年度から比べまして、予測はして

いるんでしょうけれども、現実にはどのように予

測しますか。その辺だけ、ちょっとお聞きします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 来年度、28年度の収入の

予測というようなことかと思います。ただいま申

し上げましたとおり、市税におきましては、若干

法人市民税の減額というふうなところから若干減

ってくるのかなというふうには思っているところ

でございますけれども、これも先ほど市長が答弁

しましたように、地方交付税、これがどうなるか

というふうなところも、今不透明というふうなこ

とになっております。ただ、財政調整基金、現在

のところ、27年度末で56億5,000万ほどを見込ん

でおります。そんなところ、あるいは合併特例債、

そういったものを適切な活用をもちまして、財政

のほうをしっかりと組み立てていきたいというふ

うには考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） わかりました。 

  これだけの少子高齢化が進む中、当然ながら、
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当初予算編成を、私ども、いただきました。その

中で、どうしても扶助費がふえて、いわゆる義務

的経費がどうしても伸びてしまうと、そういうふ

うに記載されております。当然これは、今の年齢

構成からいきますと今後も続くと私も判断します

が、そのような傾向にあるという、執行部も考え

ているかどうか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 議員のおっしゃるとおり、

やはり、これから高齢化がますます進むというふ

うなことでありますので、そういった面での扶助

費、それから子育て、少子高齢化でございますの

で、どんどん人口のほうも手当てしなくちゃなら

ないというようなことになりますと、子どもたち

に係る経費というようなこともかなり出てくるだ

ろうと思いますんで、今後とも増加してくるとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） わかりました。 

  それで、もう一点でございますが、課税をしま

す、そういった中で、当然ながら収納をしなくち

ゃいけません。その収納率について、もちろん、

収納率は100％が一番いいんですが、現在という

か、今までの推移もあるかと思いますが、その状

況だけで結構です、お知らせいただければと思い

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 収納率につきましては、

平成22年度から、若干ではございますけれども、

年々ふえてきているというふうなところにござい

ます。ただ、この27年度につきましては、まだ途

中ではございますけれども、全期前納報償金の廃

止、それから特別徴収というようなことを新たに

拡充したところでありまして、若干納期が遅れて

いるというふうな状況にあるのかなというふうに

は考えております。ただ、結果的には26年度同様

な収納率になるのかなというふうに予想しており

ます。そんなところからしまして、28年度におき

ましても、27年度同様の収納率あるいはもっと頑

張りまして収納率のほうは向上させたいというふ

うに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 大変な仕事でございま

すが、しっかりとやっていただきたい、そのよう

に思います。 

  それでは、１番について終了いたします。 

  次に、２番のほうにいきます。第１次那須塩原

市総合計画の中の実施計画、平成28年から29年度

についてお伺いします。 

  ⑴オーストリア国リンツ市との姉妹都市提携に

ついて、調印までのスケジュールについてお伺い

をいたします。全協で６月ごろというお話は聞い

ておりますが、その内容についてお伺いします。 

  ⑵空き家対策事業の内容についてお伺いします。 

  ⑶プレミアム商品券発行の詳細についてお伺い

します。 

  ⑷関谷小学校プール新築工事の内容についてお

伺いします。 

  ⑸小中学校トイレ洋式化事業の内容についてお

伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員の質

問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二） 順次、お答えしたいと思い

ます。 

  まず、第１次那須塩原市総合計画の実施計画、
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28年、来年、再来年ですが、これについて答えて

いきます。 

  ⑴のオーストリア共和国リンツ市との姉妹都市

提携については、調印までのスケジュールをお答

えしておきます。 

  本市における姉妹都市提携の締結につきまして

は、本議会定例会に議案を提出させていただいた

ところであります。リンツ市におきましては、１

月に議会に提出され議決される見込みとお聞きし

ております。両市の議会における姉妹都市提携の

承認の後、来年６月にリンツ市からルーガー市長

にお越しをいただき、この那須塩原市で調印式を

行う、そういう予定で現在進めさせていただいて

います。 

  また、⑵の空き家対策事業の内容についてもお

答えをいたします。 

  全国的な社会問題となっている空き家への対応

として、本年５月26日に、空家等対策の推進に関

する特別措置法が完全施行されております。本市

においても、空き家に関する施策を総合的に推進

するため、空き家等対策計画を策定することとい

たしました。計画の策定に当たっては、市内全域

の現状把握が必要であることから平成26年度に実

施した人口集中地区以外の区域についても調査を

行う予定としております。 

  また、空き家の有効活用と定住促進を図るため、

空き家バンク制度の実施に向けた準備も進めてお

ります。その中で、空き家バンク制度のさらなる

利用促進を図るため、空き家バンク利用者への補

助制度についても現在検討中であります。 

  次に、プレミアム商品券発行事業の詳細につい

てでございます。そのお尋ねにお答えいたします。 

  本年度の事業の検証結果を踏まえて詰めていく

ということになりますが、ことし行ったと同様に、

那須塩原市商工会と西那須野商工会との共同事業

としての実施を予定しております。また、市とい

たしましては、引き続き市内共通の商品券として

発行することにより、個人消費の喚起や地域経済

の活性化等に寄与するものと考えております。今

後の中で商品券発行の詳細のほか、事業の継続可

能性や安定性についても関係者と協議をして決め

ていきたいと、実行していきたいと思います。 

  関谷小学校のプール新築工事の内容についても

お答えいたします。 

  関谷小学校では敷地内にプールが設置されてい

ないため、これまで金沢小学校のプールを使用し

て水泳の授業を行っておりました。今年度末で金

沢小学校が廃校となることから、新たにプール整

備を進めるものでございます。なお、規模などの

詳細については、平成29年度に設計を行う中で検

討していきたいと、地域との話し合い等も踏まえ

ながら検討していきたいと考えております。 

  小学校のトイレの洋式化事業の内容についてお

答えいたします。 

  家庭などでトイレの洋式化が進む中、和式トイ

レを使用することができない児童生徒がふえてお

り、トイレを我慢して授業に支障を来したり、体

調を悪くするという児童生徒がおります。また、

和式トイレでは使用する際に汚すことが多く、に

おいがとれないという苦情も学校から寄せられて

おり、これらを解消するため、和式トイレの洋式

化を、これは完全洋式化を図りたいと考えており

ます。耐震改修工事に合わせて既に洋式化を実施

している学校もございますが、平成28年、29年度

にそれぞれ３校、その後、全ての学校において順

次実施していく予定であります。なお、衛生面に

も配慮し、床掃除の際に水を使わない乾式化もあ

わせて実施したいと思っております。 

  聞いたような気がして、けさ、確認いたしまし

たところ、全那須塩原32校のトイレの数は1,496。
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この中で、現在までに改修が済んでいる数は728、

約49％。これは非常に、他市町と見ても高いと思

います。残っているのが768のトイレが未改修、

これを徹底してやりたいと、こういうことで計画

を立てさせていただいております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） それでは、随時、再質

問を行います。 

  まず、リンツ市との姉妹都市提携でございます。

このリンツ市というのは、いわゆる青木家とのつ

ながり、また、その関係もあったのでしょうか、

中学生のいわゆる海外交流ということで、今、本

市とリンツ市で交流が進んでいるわけでございま

す。 

  私も、偶然ではございますが、以前ペルー大使

をしていました青木盛久さんと年に一度ぐらい、

ちょっとお会いすることがございます。そのとき

にいろいろ、このリンツ市のお話をさせていただ

いた中でよく、青木家の、何に当たるのかな、何

か、当たる方が今現在住んでいるということは、

青木さんからお話をして。そういったことは、非

常に那須塩原市、これから金子議員もこの質問を

されるようでございますが、いろんな意味、特に

文化とか、そういった意味において、こういった

交流をすることはすばらしいことであろうと、青

木様もおっしゃっておりました。 

  そういった中で、来年６月にルーガー市長がこ

ちらに来て、訪問をしていただいて、そして調印

をするという予定であるという答弁でありました

が、この件について、当然ながら、こちらは、来

ていただくというのは接待、民間でいえば接待か

もしれませんが、何かそういった、もちろん調印

式という行事は行うんでしょうけれども、何かそ

のほかに考えていることはあるんでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） ルーガー市長がこちらへ

おいでいただけたときのおもてなしといいますか、

当初、中学生、リンツ市からのリサ校の生徒たち

がおいでいただく時期に合わせてということがあ

りましたんで、そんな中でどういうふうにおもて

なしをしていくかということで検討しておりまし

たけれども、時期がずれたというようなことで、

現在ですと６月10日過ぎぐらいにというようなご

予定だというふうに、調整の中ではされておりま

す。 

  先ほど議員からもお話ししました青木家とのつ

ながりということがございますので、青木家を使

用させていただいての、何かおもてなしができれ

ばいいかなと、今、そんなようなところで考えて

いるところでございます。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 今、企画部長のほうか

ら、青木家の方とおもてなし、そうですね、接待

じゃなくておもてなしですね、そういう答弁がご

ざいました。どうぞ、一つの提案でございますが、

青木盛久さん、大変高齢ではございますが、元気

な方でございます。声をかけていただき、盛久さ

んも来て一緒に調印式に立ち会っていただければ、

これはやはり、ある意味、那須塩原市のＰＲにも

なるのかと思いますが、その辺も検討していただ

ければと思います。 

  リンツ市の件はこの辺にしまして、⑵の空き家

対策に移ります。 

  空き家対策でございます。これは当然、こうい

った高齢者社会になって、ますます空き家がふえ

てくるというのは想定されるわけでございますが、

そういう中で、先ほど空き家バンクというお話が、

空き家バンク制度、大変これは取り組んでいって
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ほしい、そのように思います。空き家をそのまま

にしていくと当然ながら、景観的なこともそうで

すし、防犯という意味においてもあるいはその隣

の人とのちょっとした、問題が起きることも多々

あることでございます。こういったことに対して

しっかりとしていただきたい、そのように思いま

す。空き家バンクの制度についてもう一度、ちょ

っと説明をしていただければと思いますが、よろ

しいでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（君島 勝） 空き家バンク制度の内容

ですが、空き家の売却または賃貸を希望する所有

者から空き家情報を、まずそのバンクのほうに登

録をしていただきまして、その情報を空き家の利

用を希望する人に対しまして市が提供するという

制度でございます。空き家の所有者と利用希望者

の間の媒介といいますか、取引にかかわる交渉で

すとか、契約等につきましては、市は直接当事者

間の交渉や契約などの間には入らないで、市と協

定を締結します不動産業者、現在は公益社団法人

の栃木県宅地建物取引業協会を想定しておりまし

て、そちらと協議を進めておりますが、そちらの

ほうがその間に入って行うということを考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） この空き家バンク、こ

れはあくまでも民家対象ということで考えておら

れるんでしょうか。それとも、例えば、企業が撤

退した後のあいている倉庫とか、そういったもの、

あるいは旅館等が廃業した後のそういった建物等、

そういった空き家になっております、そういった

ことについてはどのように考えているか、お伺い

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（君島 勝） 現在のところは民家を想

定しております。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 了解しました。 

  しかしながら、民家は確かに多くふえてくるの

は、これは理解しますが、ただ、今現在、特にホ

テル等の空き家というのは非常に、先ほど申し上

げた景観的に見ても、あるいは観光客が来て、そ

ういったものを見たときに余りいいイメージがな

い、そのような気がしますので、その辺も含めて

今後検討していっていただきたい、そのように思

います。 

  続きまして、３番のプレミアム商品券について、

お伺いします。 

  この事業については、再三、一般質問で櫻田議

員が質問されておりました。そういった中で、市

が10周年の周年事業としての取り組みをまずやろ

うとした、その後、国の緊急経済対策、地域住民

生活等緊急支援というんですか、この制度がある

ということで、結果的に５億円プラスプレミアム

券１億で、20％のプレミアムということで、６億

の商品券を発行したという流れがあります。大変、

私の知り合いなんかもこの商品券を購入して、現

在もう使ってしまったという方が多くおられます。

この商品券、換金率と、できれば、結構早く使わ

れたという理由について、もしあれば、お伺いし

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 換金率についてのお

尋ねだというふうに思いますが、換金率について

は、この商品券を発売して以来、毎月中旬と下旬

に商工会のほうで換金手続を行ってますんで、そ
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の都度私どものほうには換金率が幾つになったで

すよというような報告をいただいているというよ

うな状況でございます。そんな中で、一番最寄り

のところでの換金率というものについては、11月

中旬というところで、84.1％ということになって

おります。これを金額に換算しますと５億円超と

いうことになりますんで、そういうことからしま

すと、今、議員ご指摘のとおり、もうほぼ、６億

のうち５億円超ですから、あらかた市内において

消費がなされたというふうに、実態としてはなっ

ているということだと思います。 

  そんな中で、我々としましては、商品券発売か

ら４カ月が過ぎたというところの中で、５億円の

商品券というものが実際の消費にかわっていった

ということを見ますと、当初の目的でございます

消費の拡大と、消費の喚起という点と、本市の地

内における経済の活性化といったところには寄与

したのかなというふうに思っているところでござ

います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） ７月12日に発行しまし

て１月11日までの６カ月間という期限があったか

と思います。 

  今の状況を見ますと、確かに地元の経済の底上

げにはなっていると私も思っております。こうい

ったプレミアム券を、今後、実施計画を見ますと

28、29と２年にまたがって、２年間も実施すると

いうような記載がされておりますが、そのように

理解していいのか。それと、この目的があるわけ

でございますが、この目的に沿ったプレミアム券

を発行していただきたい、そのように思いますが、

その辺についてお願いをします。 

  もう一点。このプレミアム商品券、市民の反応

についてお聞きするとともに、使いやすさ等々も

含めまして、例えば敬老祝い金あるいは、今度ボ

ランティアポイント制がありますが、そういった

ことにも対応できるような券になれるかどうか、

検討できるかどうかを、ちょっとお願いいたしま

す。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫）  ３点、お尋ねをい

ただいたと思います。 

  まず１点目は、このプレミアム商品券事業につ

いて、28年、29年ということで、実施計画が当面

２カ年度のものでございますので、その２年につ

いては、我々産業観光部としては、やっぱり地元

経済をどうにか元気づけたいという考え方から、

あとは消費税なんかが上がるといったような予定

もございますので、ぜひ、この２年間については

実行していきたいというふうに思っているところ

でございます。 

  そんな中で、目的については、先ほども答弁さ

せていただいたとおりということで、重複します

ので、ここでは、またお答えするのは避けさせて

いただくということで、あとは、市民の反応とい

うことでございますが、こちらは、私どもの商工

観光課の窓口あるいは商工会のほうに届いている

中でのお話ということでございますが、まずは、

やっぱり使用できる店舗が非常に多かったという

ことで使い勝手がよかったですよというようなお

話をいただいたり、あとは当然のことだと思いま

すが、プレミアム分というのが20％ついたと、１

万円で2,000円おまけだというようなところでご

ざいますので、そういう意味からすると大変助か

りましたと、ありがたい商品券だったといったよ

うな意見が寄せられているところでございます。 

  あとは、敬老祝い金等に対応できるものとして

いかなくちゃならないというようなところの考え
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方でございますが、こちらについては、やはり、

今現在こちらを担当する部局のほうと商工会と

我々の部局の中でいろいろ検討しているというこ

とでございまして、できれば、今、これから予定

するプレミアム商品券をもってそういうものにか

えていければいいんですが、それがずっとこれか

ら続くかというところなんかの部分もございます

ので、引き続きの検討内容というようなことで扱

わせていただいているというのが実態でございま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） プレミアム商品券の内

容については、これからまた両商工会との話し合

いなんかもあるんだと思いますんで、ただ、28、

29は続くということだけ確認をさせていただきま

す。 

  それでは、次に入ります。 

  関谷小学校のプールの新築工事の件でございま

すが、先ほど市長の答弁では、29年度に設計を、

そのときに大きさ、いわゆるサイズ等を決めると

いうお話でございました。今回、サイズはと、お

聞きするところではございましたが、まだ出てい

ないということでよろしいでしょうか。 

  それで、金沢小学校には今までプールがあって

関谷小学校にはなかったという経緯がありますが、

今まで金沢小学校のプールを使っていたというこ

とでございますが、これは閉校になった後、29年

度の設計ということは、でき上がるまでは、今後

も金沢小学校を利用するということでよろしいん

でしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 議員おっしゃるとおり、

当面は金沢小学校を活用して水泳の授業を行って

いき、関谷ができた段階で利用については再度細

かく検討したいというふうに思っています。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 多分、関谷地区の保護

者の皆さんは、このプールをつくるということで

大変喜んでおられると思います。プールをつくる

に当たって、当然ながら、市民、保護者さんたち

のご意見も聞き入れるのかと思いますが、本来、

プールという以上は規定があるわけですよね。私

ども子どものときに入った波立小学校は、単なる

ビニールシートを張ってプールらしきものをつく

ってそこに入って、入った波立小学校にプールが

あったんだとよと言ったら、あれはプールじゃな

いと言われたことがございました。 

  その辺も含めまして、しっかりとしたプールを

つくっていただきたい、サイズがまだ出ないとい

うことなんでお聞きできませんが、例えば長さは、

25ｍぐらいは当然予定しているという感覚でよろ

しいでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 一般的にプール、特に、

小学校、中学校においては、縦の長さが25ｍとい

うのが一般的な規模になっております。また、深

さについても１ｍ前後ということ、それと横幅な

んですが、やはり学校の規模とか、それに応じて

レーン数がまた変わってきますので、大体、市内

の現在あるプールで見ますと10ｍから15ｍぐらい

の横の長さがあるというような状況ですので、そ

ういったものも含めながら、実際の利用に当たっ

ての子どもたちの数であるとか、そういったもの

も参考にしながら決めていきたいというふうに考

えております。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） わかりました。 
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  つくるということを確認させていただいて、そ

のほかは29年度以降のことでございますので、よ

ろしくお願いをいたします。 

  もう一点、金沢小学校の合併した、プールがで

きた後、そこがどのように利用されるのかという

のは、当然、閉校後の地域の方との話し合い等が

あるかと思いますが、教育部としてはどのように

考えているかだけ、お伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 閉校後の金沢小学校のプ

ールということで、屋根付の立派なプールが今利

用されているわけですが、現在、地域の小中学校

また夜間開放でも利用されているという現状もご

ざいます。そういったものも含めて、これまでも

統廃合の地域での検討委員会の中でもいろいろご

意見をいただいておりますので、そういったとこ

ろを参考にしながら、より利用しやすいような形、

また、今後どうあるべきかも含めて検討していっ

た上で方向性を決めたいと思っています。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 理解をしました。 

  続きまして、５番の小中学校のトイレの洋式化

事業について再質問します。 

  32校で1,496カ所も、先ほどあるというご答弁

をいただきました。そのうちの728、49％、約半

分がもう済んでいるんですね。 

  そういった中で、ちょっとお聞きしますが、先

ほどの答弁だと完全に洋式化ということのような

答弁に、私ちょっと聞いたんですが、和式は残さ

ないんでしょうか。それが１点。 

  それと、当然、小学生については１年生から６

年生までの体の大きさが違いますよね。そういっ

たことも配慮した洋式トイレを考えているのか、

お伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 洋式化を進める上で、和

式トイレを残さないのかということでございます

が、基本的には洋式化というもので考えておりま

すが、今後、各学校の状況であるとか、あるかと

思いますので、その辺は個別に検討はしますが、

基本的には完全に洋式化を図っていきたいという

ような考え方で今進めております。 

  それと、体の大きさに応じたということなんで

すが、もちろん、一、二年生、五、六年生、体格

も違いますので、それぞれの学年に合った形のも

のを基本的には考えておりますが、特に、洋式ト

イレとなりますと極端に影響はないのかなという

ふうにも思っていますので、その辺は、実際に導

入する機器の選定の段階で検討していきたいとい

うふうに考えています。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 洋式化、ちょっとした

意見でございましたが、やはり、子どもの中には、

いわゆる衛生的にちょっと敏感な子もおられる、

洋式というのはどうしても座るということから、

なかなか、人が、別な方が座ったところに座りづ

らいという方もいるというお話を聞いております。

そういったものに対応できるような取り組みとい

うか、そういったことは考えられますか。その件

についてだけ、お伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今後整備するに当たって、

今、議員がおっしゃられたような衛生面での部分

も課題としてはあると思っておりますので、その

辺についても、整備に当たって十分検討していき

たいというふうに考えています。 
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○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 了解しました。 

  今のトイレというのは、私も去年全部リフォー

ムしたばかりなんであれなんですが、全部全自動

なんですよね。学校に全自動をつけろとは、私は

申し上げませんけれども、全自動だと、いわゆる

用を足した後そのまま出てきちゃえばいいんです

けれども、そうすると、それが全自動じゃないと

ころに行ってそのまま出てきちゃうようなことも

多々あるのかなという、そういった心配もありま

す。そういったことは、もちろん学校でございま

すので、しっかりと指導していただいて、トイレ

の洋式化を進めていってほしいと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 質問の途中ですが、ここ

で10分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５７分 

 

再開 午前１１時０７分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

  21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） それでは、３番の質問

に入ります。 

  市長の市政運営に対する考え方について、お伺

いします。 

  平成24年に変革を掲げ、阿久津市長が就任し、

はや４年が経過しようとしています。その間、多

くの行政課題のうち、最優先の課題であった放射

能の除染事業や観光、農業、酪農業、商工業の風

評被害対策事業を初め、人口減少、高齢化社会に

対する事業や地方創生事業等を、前例にとらわれ

ることなく実施してきました。 

  その結果、那須塩原市が、東洋経済新報社の

「住みよさランキング2014」において、全国813

都市中94位、観光経済新聞社の「にっぽんの温泉

百選2014」において、塩原温泉が47位、板室温泉

が96位と、本市の知名度、ブランド力アップにつ

ながりました。また、全小中学校への英語指導助

手、ＡＬＴの配置により、英語力がアップし、ス

ピーチ大会においては本市の生徒が上位を占める

など、成果が見られています。 

  一方、「入るを量りて出ずるを為す」の精神で、

さまざまな事業の経費を節減したことにより、子

ども未来基金の設立や新庁舎建設基金などへの積

み立てなど、財政面でも成果が出ています。 

  そのようなことから、私どもは、市長の市政運

営について理解を示すとともに、協力をし、さら

なる上を目指し、おごることなく市政運営に携わ

っていただき、那須塩原市が持続可能な自治体で

あり、「人々から選ばれるまちづくり」、「人口

の減らないまちづくり」を実現できるよう願いを

込めて、以下の点について、お伺いします。 

  ⑴阿久津市長の１期４年間のご自身の評価と２

期目に向けての抱負について、お伺いします。 

  ⑵那須塩原駅前周辺を整備し、新庁舎建設を進

めることにより、商店、会社事務所、企業等が進

出、出店し、人口の減らないまちづくりに寄与す

るのではないかと思いますが、まちづくりの拠点

としての新庁舎建設について、市長の考えをお伺

いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員の質

問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二） 順次、お答えいたします。 

  まず、市政運営に対する考え方でございますが、

私のこの４年間の市政の取り組みに対しましてご

理解とご協力をいただきました市民の皆様、そし
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て、これまでの政策、施策に対しまして貴重なご

意見を頂戴しながらも後押しをいただきました議

会の議員の皆様方に対しまして、まず心から感謝

を申し上げたいと思います。 

  自分のやったことの評価というのは、ぜひ皆さ

んに見ていただくとおりと、こういうことにして

おきたいと思います。 

  私は就任以来、変革を掲げ、漫然とした前例踏

襲にとらわれることなく、さまざまな改革と事業

を実施してまいりました。この根底にあるのは、

実は、人口減少問題が県議時代からの議員として

の課題として取り組んでいて、それが、昨年５月

８日に、日本創成会議から大変衝撃的なニュース

が出ることになりました。就任以来、このことを

常に頭に置きながら取り組んだわけでありまして、

放射能の除染対策の前に、私が一番先に手がけた

のは、やっぱり漫然とした前例踏襲、予算を、こ

こはもう破棄をして新しく来るとても困難な時代

に対応できるものに変えていかなきゃだめだと、

こういう強い信念のもとに、大変な悪評もいただ

きましたが、無駄ゼロ、こういうことを念頭にし

て予算を、就任直後で時間のない中ではございま

したが組み替えさせていただいて、骨格予算とし

て義務的経費だけを前に出して６月の議会で順次

これをつけていくと、こういう手法をとらせてい

ただいたのは、説明不足と叱られましたけれども、

絶対そうなるという信念と決意のあらわれがこの

骨格予算に象徴されたと、そういうふうに思って

おります。 

  また、喫緊の課題で、就任後どうするか、間も

なく、もう決めなきゃならないというときの就任

でしたので、放射能除染対策につきましても、市

民の安全・安心を確保するために、これはかなり

の予算がかかる仕事でもございましたが、絶対経

費は浮いてくると、こういう思惑の中で思い切っ

た放射能除染対策に力を入れさせていただきまし

た。この結果はもう歴然でありまして、３年ちょ

っと過ぎた現在、県内では最大最速のスピードで

除染も進行して、ややもう終息を迎えつつあると、

この間に使った経費、これについては94億弱、こ

れは大変な決意がなければできなかった事業だっ

たと思いますが、これらにつきましてはもう職員

が無我夢中で取り組んでいただいたと、こういう

ことに、今でも感謝をいたしております。まだ、

完了したわけではございません。この大胆な財政

改革が根底にあったためにできたと、こう理解を

しております。 

  財政の健全化というのは、これは行政にとって

は、とわの命題でございまして、私はたまたま

「入るを量りて出ずるを為す」と記者会見で話し

て、この言葉がどこにあったのかも知らないで、

後で調べたら、中国の古典にあった言葉で、こう

いうふうにして、その言葉に倣いまして、捻出し

た財源を将来への投資に振り替えていくと、こう

いう、大ざっぱではありますが、方針を立てて船

出をした市政でございました。 

  さらに、人口減少問題については、これはもう

本市だけではなくて、避けられない、避けて通れ

ない強い危機感を持って臨まないと大変な事態が

来るよと、こういう気持ちの中から、最重要課題

として位置づけまして、他市に先駆けて、「人々

から選ばれるまちづくり」を掲げ、昨年３月には

定住促進計画を策定し、本年３月は全国で３番目

となる「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を公

表するに至っております。これも、就任直後から、

本当に用意周到に準備していたものがぴたっとは

まったと、私はそういう認識をいたしております。 

  また、これら全ての施策につきましては、市民

の皆様に、このまちに生まれてよかったと感じて

いただくこと、また、人々からこのまちに住んで
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よかったと感じていただくことが、本市の将来に

向けて非常に重要であると、そういう考えのもと

にとった施策でもございました。このごろ、まち

の中を歩く機会が多いんで、びっくりするような

ことがございます。特に、大きい病院あるいは学

校、学術関係、それから車屋さんなんかもそうで

すね、人口が減ったら撤退するよ、このまちをと。

実は、おどしともとれる発言を何度も聞いており

ますが、これはおどしではなくて商売が成り立た

なくなると、こういうことが根底にあるんだなと

思いまして、そういう方には、だからこの政策を

見てくれと説得をしながら市民に接しているとこ

ろでもございます。 

  これまで鋭意取り組んでまいりましたさまざま

な施策やまちづくりの根底には、未来に向かって

持続可能な行政経営がなければ、これは、全てが

絵に描いた餅となってしまいますので、やっぱり

財政を見ながら、そして次に打つ手は何か、首長

の醍醐味、これは、私は記者会見で申し上げまし

たんですが、和して動ぜず、人と仲よくしながら

政策は別個だよ、このまちに合った施策はこのま

ちで決めてこのまちで打つ、こういうことを原点

に据えて、これまでも取り組んでまいりました。 

  また、後でいろいろ思いつくんですが、米百俵

の精神、いい言葉だと思うんですよ。幕末の話で

すけれども、餓死者が出るほど窮乏した藩に100

俵の米が送り届けられて、この米を食べると半月

しかない、それなら売り払って学校を建てると言

った、あの言葉の故事、故事ではなくて、本当の

出来事だったんですが、そういう意味で、やっぱ

り、常にどんな厳しくとも将来を見通しながら、

将来の希望、また未来に対する好循環をもたらす

社会、こういうものに対応する体質を常に残して

おかなければいけないと、こういうことを考えて

まいりました。 

  本市のさらなる発展を遂げるためにも、目先の

利益だけにとらわれることなく、どの自治体より

もいち早く優先すべき課題、こういうものをはっ

きりと職員にもわかるように明確にして、そして

全員がそこに向かって邁進すると、こういう姿を

とっていただきたいという思いで、たまたま抽象

的なことも申し上げますが、そういう考えが根底

にあって、現在までの施策の立案に至っておりま

す。これは、私が全てやっているんではありませ

ん。職員の皆さんが自由闊達に意見を寄せてくる

と、こういうことを実現していくと、こういう形

で現在の市政は運営されているだろうと、これは

私ではなくて、職員に聞いていただければわかる

のではないかと思います。 

  今後におきましても、市民の皆様、そして次世

代を担っていく子どもたちのためにも、これまで

先駆的に取り組んでまいりました事業のさらなる

充実を図り、本市独自の施策を展開し、そして、

人々から選ばれる、人口の減らないまち、一歩踏

み出す人を応援するまちを、足を引くのではなく

て応援するまち、こういうものを市民の共有財産

として全力で育てていきたいなと考えてもおりま

す。先ほどから申しますように、職員も一丸とな

って取り組んでいると私は認識をしておりますの

で、ご理解をいただければと思います。 

  また、まちづくりの拠点としての新庁舎建設に

ついて、お答えいたします。 

  私は、先ほど申しましたように、人々から選ば

れるまち、人口の減らないまちづくりを市政運営

の柱に据えて取り組んでまいります。しかしなが

ら、那須塩原駅周辺の現状、これは、新幹線開通

後30年を経過しているにもかかわらず、県北の玄

関口のとしての広域拠点としてほど遠い状況にあ

ると思っており、那須地域の中核市にふさわしい

都市づくりを行うために、庁舎の建設は喫緊の課
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題であると、この点については揺るぎない思いを

持っております。 

  なお、個人的な意見をもっと申し上げれば、那

須塩原駅は那須塩原市民だけのものではございま

せん。大田原も、那珂川も、那須町も、あるいは

南会津においても、この駅が中央に出る拠点にな

っている大変重要な駅でありますので、それは厳

しくとも苦しくとも、那須塩原はそこを整備する

というのが義務的観念といいますか、社会の、得

だから損だからではなくて、ここを整備するとも

っと人が集まる、あるいは質問にあったように、

そこを整備すると、幾つか私のところにも届いて

おりますが、企業や第３次産業、銀行であるとか、

あるいはスーパー、ホテル、工場等についても私

の耳には幾つか、そういうものも現実として入っ

てきておりまして、整備することが将来の人口減

を防ぐのにとてもいい方策あるいは税収を確保す

るためにもとてもいい方策になっていると、こう

位置づけをさせていただいたわけでございます。 

  これからの施策につきましても、投資という概

念、ただ道路の幅を広げてくれ、そういう投資で

はなくて、いわゆる未来に向かって好循環を生む

土台をつくる、こういう投資が絶対必要な時代に

入っておりますので、これらにつきましては民間

の投資を巻き込みながら、このにぎわいの創出、

本市の活性化、繰り返しますが、税収の増、こう

いうものを総体として持続可能な行政経営がこれ

からもできると、こういうふうに考えておりまし

て、この駅前の活性化については、新庁舎の取り

組みがその全ての核になると、こういう強い信念

のもとに、今後とも建設に向かっては進んでいき

たいなと思っておりまして、第１回の答弁にかえ

ます。 

  ちょっと長くなって申しわけありません、時間

があったものですから。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 長い答弁じゃなくて、

しっかりした答弁をいただきまして、本当にあり

がたく思っております。 

  市長が就任して、確かに、私ども議会としても

骨格予算を組んだ時点では、さまざまなご意見が

ありました。ご意見があった中で、その後の４年

間を議会議員として見させていただきました。前

例にとらわれないという言葉が、非常に私は、感

動しましたというか、今の世の中、これは私の意

見でございますが、確かに世の中変わっています

よね。もう変化しています。これだけ世の中がグ

ローバル化する中で、本当に日本の一つの国とい

う形が、日本だけでいいのかということも含めま

して、大変変化をしている時代に入ってきている

かと思います。今後のことを考えますと、先日、

私どもは常任委員会である市へ行政視察に行って

きました。2050年を見据えた施策ということを、

これは教育部局の関係でございますが、勉強させ

ていただきました。2050年を考えたときに、本当

に、今のこの世の中が、このように平和で、前進

だけできるような時代ではないんじゃないかと、

そういったことも言われ、さまざまな施策をとっ

てきたということを勉強させていただきましたが、

その中には、もちろん仕事、自然エネルギー、当

然、人種あるいは宗教なども含めた考え方を取り

入れた施策であったかと思いますが、ヨーロッパ

においてはユーロ圏ができて、非常に自由に隣の

国に行ったり来たりできるような状況であります

が、実際、それが正しかったかどうかというのは、

今、少し問われつつあります。それは先日のパリ

でのテロ事件があって、非常に自由に行き来でき

ることがあるいはああいった事件を起こしてしま

ったのかなと、そんなことも今疑問視されている

ところであるかと思います。 
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  そういった世の中が変化しているということを

含めまして、市長がとられてきた施策に対して、

最初にも述べたように、４年間の経緯を見た中で、

我々はそれを理解し、その市長の考え方に協力も

していきたい、そのように思っているわけでござ

います。 

  市長は、昨年12月のやはりこの会派代表質問の

中で答弁をされております。政策というのは、市

民からの要望だけで政策をつくってはいけないと。

やっぱり先を見据えた、展開を見据えた政策、さ

らには民間の投資につながるような施策をつくり

上げなくてはいけない。あるいは、国・県に要望

するだけでは打つ手が限られてしまう。みずから

手を打つために財源のストックを確保する、しか

し、それは大変つらい仕事で、市民からの批判も

受ける。任期は４年ありますから４年のうちに、

２年間は悪者で過ごしていく、そして、そのスト

ックしたものを、目的を絞ってきちんと市に還元

していく。こういうことが市長の考え方の根底に

あり、初めから自分の心に決めていたと、そうい

う発言もされておりました。先ほどの答弁とほぼ

一致するような答弁だったと思います。これが定

住促進、人口が減少していくこの世の中で、人口

の減らないまちづくり、さらには未来への投資と

いうことにたどり着くんだと思います。大変、市

長の考え方に、私は同意というか、共鳴するもの

でございますが、今後ともしっかりとした、当然

これには市職員の協力もなくてはやっていけない

ことでございますので、市の職員とともに努力し

ていってほしい、そのように思うわけでございま

す。 

  ⑵のほうの新庁舎云々ということについてお話

をさせていただきます。 

  那須塩原駅周辺整備、これは常日頃、会派代表

質問をやるたびに私は整備を早く進めていってほ

しいということを訴えてまいりました。新幹線が

開通してから33年ぐらいたつ中で、なかなか那須

塩原駅前が活性化が進んでいない。そういった中

で、地域の方々、特に商工会の東那須野支部の

方々は、一生懸命まちづくりというものをみずか

らつくり上げて、実際実行しております。大変感

動したのは、30周年記念事業として、新幹線を１

車両貸し切って、500名でしたか、の参加者を集

めて、いわゆる那須塩原市のアピールに行ったと

いう、あの事業については、本当に、私はびっく

りするし、感動もしました。さらには、近年にな

りますとその後、那須塩原駅の、このクリスマス

時期になりますと大変寂しいということで、イル

ミネーションを実施した。それに対して市の執行

部としても非常にその取り組みについて理解をし

ていただいて、本年度は黒磯駅、西那須野駅も含

めてイルミネーションの事業に補助を出していた

だいた、本当に市民が動いた中で、そういった施

策が生まれたのかと思い、感動しました。 

  この那須塩原駅周辺をしっかりと整備をしてい

ただき、そこに新庁舎を建てるということは、こ

れは新庁舎だけの問題ではなく、先ほど市長から

の答弁もありましたが、いわゆるあの地域あるい

はこの那須塩原市全体を考えたときに、市庁舎が

ランドマークとなって、あそこの活性化に一役担

うのではないか、あるいはそれと同時に、多くの

企業あるいは商店が参入をしてくるんではないか

と思います。先ほど市長のお話の中でもちょっと

触れましたが、新庁舎をあそこに建てるという発

表後、何か、もちろん、公表できないこともある

かと思いますが、そういった企業の誘致あるいは

商店、銀行などのそういった誘致のお話、話でき

る範囲で結構です、がありましたら、お話をして

いただきたいと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 
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  市長。 

○市長（阿久津憲二） ほとんどトップセールスで、

私のところにニュースが入ってから職員がバック

アップに回ると、こういう形になっておりますが、

話さないでくれというのも意外と条件にあるんで

すよ。どこまで話さなければいいのかなというこ

となんですが、これらについては、例えば、製造

業、ホテルあるいは那須大学の再開学等について

は確実だと思いますが、そのほかでも、話さない

でくれと言って、２年も黙っている間に新聞に先

に出ちゃったのがあれですよ、近代絵画の巨匠の

奈良美智さんの美術館。話さないでくれ、話さな

いでくれと、水面下では随分、東電さんとか、協

議を重ねておりましたが、本当に話さないでいる

うちに、先に新聞に出ちゃったと。でも、これは

とてもいいことで、すばらしいなと思って、青木

の道の駅も全国で４番目にカウントされたなんて、

行ってみたい道の駅の、そういうところにまた、

とてつもないプレゼントが降って湧いたように、

市がお金を出してやるわけではなくて、これも民

間投資の範囲ですんで、こういうものについても、

細かな開発とかその他については援助をさせてい

ただきますが、全体としてはいい方向に。 

  あとは、話さないでくれと言うんで、水面下の

水かきの中でと。かなりの話が、やっぱり市庁舎

建設と言っただけで来るんですよ。だから、その

中には挫折するものもあると思います。でも、た

くさん来ている中にはやるものもあると、こうい

うことでご理解いただければありがたいと思いま

す。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 市長の言いたいことは

十分理解を示すところでございます。 

  私も、議員という立場から、ある業者から那須

塩原駅周辺にある企業を誘致したい、大した、大

きい企業ではございませんが、土地を探してくれ

ないかということを、お話をいただきました。現

実に、私どもの近くでございますが、土地を購入

されました。それが入ってくるのも間違いなく入

ってきます。そういった中で、那須塩原市という

のはどうしてそれだけ注目を浴びるのか。それは、

まさしく市長がとった政策の中で、那須塩原市が

今輝き出している、そのように私は思っておりま

す。この輝きがいつまでも、いつまでもというか、

今後も輝いていってほしい、そのような政策、施

策をしっかりと今後もとり続けていってほしいと、

私は思っております。 

  人口の減らないまちづくりを進めているわけで

ございます。人口が減らないというのは、簡単に

言えば、市に転入する方と転出する方の、当然そ

こでの差といいますか、その辺もありますし、あ

るいは高齢で亡くなる方の数あるいは逆に言うと

生まれてくる人の数、そういったものも検討する

わけでございますが、現実に、那須塩原市、当然、

高齢者ですから、下野新聞のお悔やみ欄を見ます

と毎日多くの方が亡くなられていますが、じゃ、

生まれてきた人は載っていないわけでございます

が、那須塩原市の出生者の数というものはどんな

状況にあるかだけ、ちょっとお伺いできましょう

か。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二） 合併以来10年間、1,000人

を切ったことはございません。1,100を出たり、

下がったり、こういう形で。それを見ていると、

非常に特異な市の一つに入ってくると思います。

予測では、那須塩原市の25年後、６つの市町が消

滅すると言われた栃木県の中にあっても、これは、

国の、県の予測ですが、小山市が7.7％で一番減

りが少ない。那須塩原市は２番目で8.8％。宇都
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宮が12％。こういう形で、だからもう、あとは、

本当にすごい状況ですよ、減る状況が。でも、話

したくないというのが現実で、その全ての、やっ

ぱり活力の源にあるのはどれだけの子どもが生ま

れているかというのが非常に、最大の活力源にな

っておりますんで、これは教育委員会で生徒が多

くて大変だというのもうれしい悲鳴なんですから。

いなくなっちゃう寂しさと、ふえている、ふえて

というか、維持をしている大変さ、これはまた質

の違う大変さ、今の時代で最も気をつけなければ

いけないのは、企業も同じです、これは、何も政

策を打たないでいることが最大のリスクですよと

いう、これは全く間違いありません。常に一歩踏

み出して政策を打つ、これが打てないと最大のリ

スクをとっている、こういう状況に必ずなると、

私はいつも肝に銘じておりますんで、そういう意

味で答弁、本当に長くなったと、子どもから派生

してとんだほうへいっちゃいましたけれども、そ

ういう、これは一連のものなんで、考えの中で政

策をとらせていただいています。 

○議長（中村芳隆議員） 21番、相馬義一議員。 

○２１番（相馬義一議員） 毎年1,000人以上のお

子さんが生まれていると、そういう本市でござい

ますので、当然、そういった状況の中での政策、

もちろん教育も含めまして、今後ともしっかりと

とっていただきたいと思います。 

  今回、会派代表質問ということでございますの

で、市長、こういったことで任期がもう終わるわ

けでございます。そういう中で、市長の市政に対

する考え方をお聞きしました。十分に理解をした

ところでございます。今後とも、この市政運営に

携わっていただきたいというのが私の考えでござ

いますので、どうぞよろしく努力をしていただけ

ればと思います。 

  私の会派代表質問は、以上をもって終了させて

いただきます。ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆議員） 以上で、敬清会の会派代

表質問は終了いたしました。 

  以上で、会派代表質問通告者の質問は終了いた

しました。 

  会派代表質問を終わりたいと思いますが、異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆議員） 異議なしと認めます。 

  会派代表質問を終わります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（中村芳隆議員） 以上で、本日の議事日程

は全て終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午前１１時４２分 

 




